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○中島　全カリ広報委員をしておりま
す経済学部の中島です。まず、この座
談会の趣旨を説明させていただきます。
　いわゆる全カリというのは、全学部、
全学年で履修してもらうということで、
いろいろな学部の学生諸君の意見を広く
聞ける立場にあって、普段、学習で悩ん
でいることを聞いて、教育向上の一助と
したいと日々考えています。そういうの
を FD と言うのですが、FD の一環、全
カリ広報の一環としていろいろ案を練っ
ているうちに、最近、学生諸君が学習で
使う道具が我々のころと変わってきて、
それに教える側がとまどっているという
話が出てきたわけです。

　直接この話をするきっかけというの
は、電子辞書を使うのをどうするかと
いうことなんです。実は、語学の先生
の間でも意見が割れているんです。と
にかく電子辞書は手っ取り早いから、
義務として買わせても全クラスで使う、
という人もいれば、やっぱり紙の辞書
で調べて、そこの部分だけではなくて、
じっくり読む、重たいものだけれども買
い、それを持ってきてもらって授業で使
うというスタイルの先生もいて、分かれ
ているんですね。先生方についても意見
はいろいろあるが、君たち自身がその辺
をどう思っているか。あるいは、自分の
授業ではどうなっているか、本学でどう
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なっている
か。その辺
のところを
聞きたいと
いうことで
す。
　それと関
連して、例
えば、パソ
コンを勉強
の中でどう
いうふうに
使っている
か、大学で
どういう環
境が欲しい

か、あるいは、さらに進んで携帯とか
スマホも、勉強の道具として使うとい
うことがあるのかということなどもお
聞きしたい。
　これは、僕が人権・ハラスメント対
策センター委員の活動の中で出席して
いる学生から話を聞く学生サポーター
会議というものがあり、そこで教室で
私語をすることや携帯をかちゃかちゃ
やっているのは、やっぱりハラスメン
トじゃないかという学生がいました。
別の学生は、高校時代には、それはも
う教室で許容されている。先生が言っ
た、分からない言葉をすぐに調べて授
業についていけるから、むしろ推奨さ
れている。高校の現場でもそういうこ
とは言われているようです。道具をど
ういうふうに使ってもらうか、これを
一つの座談会のテーマとして取り上げ
て、お互いに参考にするという場にし
たいということで今回、このような企
画をしたわけです。
　それで、大体の趣旨も分かりました
でしょうか。それでは司会の山口先生
お願いします。

Ⅰ．電子辞書の使い方

○山口　司会を務めます、経営学部の
山口です。それでは、まず最初に現状を
知るということで、集まってもらってい
る 3 人の学生の皆さんに、電子辞書の利
用状況と、合わせて紙の辞書とどういう
使い分けをしているかというのを一人ず
つ、自己紹介も兼ねてお願いします。
　英語だけじゃなく、初習言語を勉強し
たときの状況も含めて教えてください。
○柳　法学部法学科 4 年の柳と申しま
す。よろしくお願いします。
　私は電子辞書を愛用しております。
英語と中国語を履修していたのですが、
どちらにおいても私は電子辞書を使っ
ていました。なぜ電子辞書がいいかと
いうと、手っ取り早さというのはもち
ろんですが、発音も聞けるんですよね。
どういう発音なのかを耳で覚えられる
し、手書きでも覚えられる。分からな
かった単語は単語帳に入れて暗記とし
ても使えるといった点では、使いやす
さは、電子辞書が断然いいと思ってい
ます。
○山口　中国語専用の電子辞書じゃな
くて、英語も入っているやつですか。
○柳　英語も中国語も全部入っています。
○山口　紙はもう全然使わないですか。
○柳　紙は、高校受験までしか使って
いないです。
○中島　では、中国語の紙の辞書は持っ
ていないのかな。
○柳　一応、買うようにという指示が
あったので買ってはいるんですけど、
やっぱり電子辞書を使っています。
○落合　経営学部国際経営学科 2 年の
落合と申します。よろしくお願いしま
す。自分は全く電子辞書を使わなくて、
大学受験のときは紙の全く同じ辞書を 2
冊買って、片方を学校に置いて、片方
を家に置いて、とにかく辞書を読むこ
とで英語力をつけました。今はどうか

中島　俊克
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というと、去年のフランス語の授業で
は、全員、紙の辞書を買うように指示
されて使っていました。
○山口　買わされたんですか。
○落合　はい。買うように言われたの
で、それを使ってフランス語を勉強して
いました。今、国際経営の勉強をしてい
るので、そこの授業では辞書を使って
いるかというと、実は使っていないで
す。自分はスマートフォンを辞書とし
て使っています。
○山口　1 年間、海外に行っていたとき
はどうしていましたか。
○落合　携帯電話の辞書機能を使って
いました。
○山口　紙は持っていかなかったのかな。
○落合　はい。重いので持っていきませ
んでした。
○渡辺　異文化コミュニケーション学部
異文化コミュニケーション学科 3 年の渡
辺と申します。本日はよろしくお願い
いたします。私は、異文化コミュニケー
ション学部ということで、先生たちも
ご存じのとおり、語学がメインの学部
です。私は 1 年生から朝鮮語を履修し
て、留学も韓国に行ってきました。私
は、初習言語だったということもあっ
て、もう辞書を手放せない状態で、1 年
生の最初は紙辞書を買いなさいという
ふうに先生に指示を受けて買ったんで
すけれども、やっぱりそれをひとつひ
とつ引いていくのって、特に初習の最
初の段階では、知らない単語が多すぎ
て、要領よくこなせないので、電子辞
書を使うようになりました。
　留学に行ってからも、ボキャブラリー
がないので、外を歩くのが、辞書なし
では怖くて、いつも電子辞書を携帯し
ていました。その癖が今もとれなくて、
語学の授業がなくても、いつも辞書を
持ち歩くんですけど、それはやっぱり
電子辞書です。
　電子辞書に載っていない単語ってい

うのがあるんですね。そういうときは、
スマートフォンを使って、インターネッ
トでその単語を検索するんですよ。韓
国のサイトを使って。こういう意味な
んだとか、俗語とかは特に載っていな
いので、そういうものを使わないとで
きない。ただ、メインはやっぱり電子
辞書という感じですね。
○山口　ものを読むときに、スマホで
一語一語引いていたら、かなり通信料
かかりませんか。
○渡辺　今、スマートフォンって、私
は iPhone を使っているんですけども定
額なので、幾ら使っても同じです。
○山口　では、教員の立場で、お二人。
歴史や変化も踏まえてお話しいただけ
ますか。
○佐藤　携帯すら持っていない僕はど
うしたものか。異文化コミュニケーショ
ン学部の佐藤といいます。よろしくお
願いいたします。全カリではスペイン
語教育研究室に所属しています。実は
スペイン語教育研究室では、電子辞書
はあまり推奨しないスタンスなんです。
もちろん、今いろいろな話を聞いてい
て、ああ、なるほどと思ったこともあ
るのですが、結局、電子辞書自体がいい、
悪いじゃなくて、どういう目的に合わ
せてどう使うか、そこが重要で、そう
いう意味では、必ずしも電子辞書はだ
めということではないと思います。
　ただ、スペイン語教育をやっている
側の立場からいうと、時々目につくの
は、学生が、その場ですぐ引けるから、
逆に安心しちゃって予習や課題をやっ
てこない。当たりそうになったときに
初めて引き始めるけど、それでも瞬時
にちゃんと調べて答えられるのであれ
ばいいんですけど、なかなかそういう
ことはできないし、結局、授業中にそ
の場で慌てて引いたりしていることに
よって重要なことを聞き逃しちゃった
りなんていうことがあって、それは、
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実は紙の辞書でも同じなんですよね。
授業中にそういうことをやりだしたら。
ただ、見たところ、電子辞書を持って
いる人のほうが、やってこないでその
場で、という率が高いので、それがい
けないから、僕は授業中にこう言って
いるんです。スペイン語では推奨はし
ていないけれども、買ってしまったも
のはしょうがないから、むしろ使いこ
なしなさい。逆に、電子辞書があって
便利だからといって怠けていると勉強
できなくなるから、そこを頼りすぎな
いように気をつけなさいねと。
　一つ問題なのが、頼りすぎて勉強し
なくなっちゃうという問題。それから、
特にヨーロッパ系の言語だと、動詞の活
用とか、語形変化をきちんと覚えなけれ
ばいけないというのがあるんですけれど
も、電子辞書だとボタン1つで活用表が
一気に出て、要するに、覚えていなくて
も、ちゃんと規則に従って考えなくても、
そこに出ているのを見て答えれば当たり
になっちゃう、みたいなことに慣れちゃ
うと、結局、覚えるべきことを覚えない
で済ませちゃうなんてことも起こり得る
ので、そういう意味で、特に初級の段階
では、なるべくそういった便利なツール
に頼りすぎないで、しっかり勉強しなさ
いという考えがあります。
　もちろん、さっきお話にあったよう
に、初級段階というのは知らない単語
が多すぎて大変だからというのは、それ
もそうだなと思ったんですけど、一方
で、教育的な見地からは、初級の段階
でちゃんと苦労して覚えたことが、後々
より残っていく部分もあるという考え
もあるので、なるべく初級段階ではしっ
かり紙の辞書で頑張って引いて勉強し
なさいと。逆に、中級以上になると、単
語を引くためにすごく時間をとられるの
はちょっと無駄だから、そこであまり時
間をとらずに、その代わり、たくさん文
章を読むとか、その文章の内容に基づい

て、 デ ィ ス
カッション
のようなこ
とをやると
か、 そ こ で
出てきた表
現を応用し
て会話練習
をやったり
と か、 も っ
と違うかた
ち で の、 よ
りステップ
ア ッ プ し
たことをや
る。 そ こ に
エネルギーを割くために、辞書を引く
ところは時間を省略しようと。そこで
電子辞書を積極的に使って、違うこと
をいっぱいやりましょうと。僕は個人
的には、そういう使い方は非常によい
のではないかと思っているんですね。
　逆に、初級の場合も、もし電子辞書
を使って、あまり辞書を引く労力を取
られないようなやり方っていうことを
考えた場合には、実は、授業方法とか、
教科書とか、そういった部分の中身が、
電子辞書を使う前提で変わっていかな
きゃいけない。現状の教科書や授業スタ
イルの中では、なかなか初級では、そ
のようになっていないので、電子辞書
はやめたほうがいいよと言ってしまっ
ているわけです。スペイン語としては
そんな感じです。
○中島　あまりに便利だから、覚えな
きゃいけないことを覚えない。例えば、
掛け算の九九も、覚えなくたって電卓
たたけば出てくる。しかし、覚えなく
ていいかというと、そうはいかないの
で、動詞の活用ぐらいはやっぱり覚え
てもらわなきゃ困るということですね。
昔は不便だったから、一生懸命覚えてい
た。

佐藤　邦彦
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○山口　最近、黒板に漢字が書けない
ですね（笑）。
○細井　書けなくなりましたよね（笑）。
○山口　では、細井先生、お願いします。
○細井　異文化コミュニケーション学部
の細井です。全カリでは中国語教育研究
室の主任です。中国語は、科目担当者
が 30 人を超えているんですよね。みん
なで意見を交換していくと、紙辞書派
と電子辞書容認派と、どうしても 2 つ
に分かれてしまう。自分たちが育って
きたときは紙辞書なので、紙辞書を使っ
た人間というのは、辞書は読むものだ
という感覚があって、単語を引くと
か、文字を確認するというのは別のレ
ベルの問題だという感覚があるんです
よね。電子辞書もいいのではないかと
いう方々は、先程言ったような利便性。
それから、コンパクトなので学生が持っ
てきやすい。あと、気楽に引けるとい
う点です。
　一応、いろいろ考えた結果、シラバ
ス等では辞書について記載する際は併
記にしました。紙辞書をまず書いて、
電子辞書の使用も可と。担当の先生の
ご判断で、どっちを推奨しているかと
いうのはばらつきがあるんです。ですけ
れども、例えば私でしたら、どっちを選

ぶかは学生
に選ばせま
す。ただし、
携帯やスマ
ホにダウン
ロードした
ものは禁止
になってい
ます。
○ 山 口　 禁
止ですか。
○ 細 井　 禁
止 で す。 毎
回小テスト
があるんで

すが、不正行為が判断できないので。携
帯・スマホは管理できないという理由
から禁止。
○山口　教室では使ってはいけない。
○細井　そうです。もちろん、試験のと
きなんかも携帯は出せませんので、そう
いうかたちにしています。
○中島　先生ご自身は？
○細井　私は紙辞書も電子辞書も両方と
も容認。最近思うのは、電子辞書だった
らいつも持ってきてくれるかなと思った
んですけど、結構持ってきていないよ
ね。じゃあ調べてみればと言ったとき
に、紙の学生は結構持ってきているん
だけど、電子辞書の学生は意外に持っ
ていなかったりして、あれっと思うこ
とがあります。
○中島　金額がちょっと高いのかな。
○細井　高いのかな、ソフトみたいなも
のって。
○渡辺　高いです。5 千円ぐらいは。
○山口　でも、今セットみたいにして
売っているんじゃないの？
○渡辺　私は入っていなくて、別で買
います。
○細井　入っているの、少ないんじゃ
ないかな。
○佐藤　大学とかで買うと、やっぱりい
ろいろな言語を勉強している学生がいる
ので、そういう前提で商品を組んでい
るんですよ。一般の電器屋だと、英語、
日本語以外はまず入っていない。5 千円
というのは、スペイン語も大体同じだ
と思います。
○細井　昔は、電子辞書になっている
辞典は、語彙の量などの問題があった
のであまり推奨していなかったんです
けど、今は、改訂されたこともあって
併記するようになりました。
○佐藤　さっきは使い方の問題を言っ
たんですけど、辞書の内容に関しても、
日本で出ているスペイン語対応の電子
辞書って、紙で出ている定評のある辞細井　尚子
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書は幾つかあるんですが、そのうちの 1
冊しか入っていないんです。
○細井　そうそう、中国語も 1 冊だけ。
○佐藤　もとになっているその辞書とい
うのはだめな辞書じゃないんですけれ
ど、逆に言うと、せっかく使うんだっ
たら、例えばどこどこ社のあの辞書と、
あの辞書と、2 ～ 3 種類入れて使える
ようになったほうがいいんだけれども、
あと紙の辞書だと 4 千円ぐらいで買え
るのが、たった 1 冊のために 2 万円ぐ
らい出して機材を買うのもどうかなと
いう、ちょっと違う理由ですけど、そ
ういう理由もあります。
○中島　電子辞書のほうは、特に初習言
語の場合は、クオリティーに問題がある
場合もある。
○細井　中国語では、推奨している紙
辞書は結構いいものを、初めてやる語
学だから武器に投資しなさいと言って、
7 千円ぐらいのものを買いなさいと言っ
ていますね。電子辞書のほうが安いん
じゃないかな。
○渡辺　載っている単語は圧倒的に紙
の辞書のほうが多いです。
○佐藤　あと、例えばネットにつないだ
場合に、つないだ先がオーソリティーの
あるというか、信頼できる辞書情報サ
イトで、そこでちゃんと調べることが
できて、かつ、逆に辞書として使う場
面は、それ以外の用途には絶対に使わ
ないということが守られればいいんで
すが、実は、ある授業で、その場で学
生に辞書を引きながら読ませて、問題
を解かせて提出させるというのを行っ
たときに、見ると、翻訳サイトにアク
セスしている学生もいる。それは、先
ほど不正という話がありましたけど、
不正という問題もそうですが、やっぱ
りそういうことで済ませちゃうという
人が増えてくると、結局、勉強になら
ないから、教師の側からすれば、そう
いうのはやめてほしい。できれば、授

業内では使わない。例えば、個人的に
家で使うのは自由ですよ。だけど、教
室内では使わないようにしてください
というようなところは、どうしても出
てくるのかなという感じがします。
○細井　パソコンは使わせていますよ
ね、授業中。
○山口　パソコンが出てきたときに、辞
書の他に印象的だったのは、リクルー
トが会社案内を以前は紙で配っていた
んですよね。今の 4 年生は紙じゃない
と思うんですけど。実は、中小企業が
あれを紙のままでお願いしたいと言っ
ていた。なぜかというと、電子辞書と
一緒で、ピンポイントで選ぶじゃない
ですか。そうすると、見てくれないと。
いわゆる辞書のときに、ぱっと開いて
たまたま見た、そこから何か勉強する
というのは、電子辞書じゃあり得ない
じゃないですか。だから、たまたま開い
て、調べようと思ったものの前につい目
がとまって、みたいなことというのは、
学習のプロセスでいうと、結構重要な気
がするんですけど、言語教育の立場から
言ったときに、その点は電子辞書になっ
てしまったときの弊害というものもあ
るのかなという気がして。
　落合君に聞きたいんだけど、辞書で
ずっとやっ
て い た と
き っ て、 調
べ よ う と
思った単語
以外のとこ
ろに目がい
かなかった
かな。
○ 落 合　 そ
う で す ね。
もうとこと
ん読み尽く
す 感 じ で、
とりあえず 山口　和範
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1 個自分で調べたいのと、それにプラス
して、隣も、隣もと見る。というのは、
やっぱり受験生だとどんどん語彙を増
やしたいので、しかも重要な単語って
大体赤字で太くなっているので、とり
あえず自分の調べた単語と、赤字の太
いところを見て、そこも覚えておくか、
みたいな感じのことはよくありました。
○中島　紙派の先生方がこだわるのは、
やはり電子版には問題があって、一覧
性というんですけど、要するに、偶然、
目に入ってくる情報に意味がある。電子
版だとそれができないんだと。
○落合　電子辞書だと、例えば会話を
聞いていて分からない単語を調べると
きに、「de」なのか ｢di｣ なのか、耳で
聞き取れないときがあって、それを紙
辞書の場合だと、ちょっと時間はかか
るんですけど、ぱらぱらめくりながら、
見ていくじゃないですか。それをする
ことによって勉強になるときもあって。
僕はそういうときに紙辞書が結構役に
立ちました。
○山口　iPad とかは使っているのかな。
○渡辺　使っていないです。
○落合　使っていないです。
○山口　iPad の辞書だと、基本的に紙
に近い。
○中島　ページが全部出てくるからね。
○山口　だから、電子辞書は、完全デジ
タル化されているので、実は iPad って
半分アナログ的なところがあって、あ
れだとちょっとそれに近いことができ
るんじゃないかなと。それと、いいか
げんにぱっとめくった、みたいなこと
の機能もあるはずなので、割とアナロ
グのよさというのを、iPad って持って
いるんじゃないかなと思ったことがあ
ります。
○細井　紙辞書の最大の欠点は重たい
ということなんですよね。
○山口　そういう意味で言うと、iPhone
なんかでも、いわゆるアナログ的なか

たちでページを見ているときってあり
ますよね。
○落合　そうですね。ただ、そういう
コンテンツを買うと高いじゃないです
か。だから、無料の辞書サイトを使っ
てしまうことが多いです。
○中島　今聞いて分かったと思うけど、
無料のものは、相当クオリティに問題
がある。翻訳とかも一緒に出てくるか
ら、やっぱり現実的に言うと、学生が
覚えないという問題がある。それが電
子辞書を禁止する大きな理由です。そ
の辺はどうですか。
○柳　私は逆に、電子辞書のほうが、覚
えるという点では使っていました。私
の考えでは、紙辞書は読みもので、調
べる、覚えるという意味では電子辞書
の方が使えると思っています。音も聞
こえるし、関連の語彙、変形した語彙
も教えてくれる。そのため、覚えると
いう点では、頭に残るのは、私は電子
辞書でした。
○佐藤　まじめに勉強する人は、しっ
かり使ってもらえればすごくいい。何
でもそうだと思うんです。つまり、利
便性があったときに、利便性をいいほ
うに活かす使い方をすればいいんです。
だけど、便利だからいつでもやれると
思って、実際にやらない、みたいにな
るといけない。そういう話なので、逆
に言ったら、使うんであれば、どう使
うかの指導というようなことを、こち
ら側も考えていかないと。学生のほう
もどう使うのが一番より効果的で、勉
強になるのかということがないまま、
使っていいよと言われても、言い方は
悪いですけど、それで怠ける人は怠け
てしまう、みたいなところが一番問題
なので、電子辞書自体がいい、悪いじゃ
なくて、使うとすればどう使うのがい
いか指導する必要がありますね。また、
それに応じた、電子辞書を使う前提で
の授業の展開の仕方というのは、どう
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いったことが考えられるか。そういう
ことは、我々の側が考えていかなきゃ
いけないことなのかなと思います。
○細井　趨勢的にも、絶対、電子辞書
に移っていくんだろうなとは思ってい
ます。
○山口　教員の側がついていっていな
いということがある。
○細井　例えば、紙辞書を図書館とか
で簡単に使えるように多数置いておく
とか、確認したいときにそこでできる
ようにとか、何か対応は考えなければ
いけないかなとは思っています。今、
ランゲージセンターに置いてあるんで
すけど、でも、やっぱり使う学生はそ
んなに多くないですよね。だから、電
子辞書の使い方を指導しなければいけ
ないというのは、確かにそうかもしれ
ない。でも、教員で使いこなしていな
い人が多いということも含め、どこま
でできるかなというのは、疑問に思う
ところです。

Ⅱ．パソコンとインターネット

○中島　やっているうちにパソコンの
問題が出てきましたけれども、君たち
パソコンは持っていますか。
○細井　持っているでしょ？
○中島　持っていない学生が、1 年、2
年にはだいぶ増えてきて、もうスマホ
でいいと。
○渡辺　確かに必要ないかも。
○中島　文書作成、ワードでレポートを
出す。主にそれですよね。でもこの間、
スマホで 2000 字のレポートを書いてき
た学生がいた。
○細井　すごいですね。
○中島　電車の中で、2 時間、通学時間
があるから、その間に書いた。要するに、
ほとんどコピペなんですよ。僕は、レ
ポートでコピペでも、ちゃんと出典を
示してあれば認めていますから。そう

するともう、30 分もあればスマホでで
きてしまうという。自分で書くなら確
かに大変でしょうけどね。自分で書く
場合は、キーボードがあったほうがい
い。考えてみると、今、パソコンのメリッ
トってそれだけかもしれません。
○山口　ただ、自分は統計が専門なの
で、計算させるとかいうと、本来のコ
ンピューティングという意味では、やっ
ぱりもうパソコンじゃないと。スマホ
じゃ全然できない。
○中島　全然できませんか。
○山口　ほとんど。データの規模の問題
です。例えば、コンビニの POS データ
を入れて何かをやろうとすると、パソ
コンじゃないとできないので、そうい
う意味で言うと、本当の計算機的な役
割と、スマホでできる部分というのは、
たぶん切り分けられていると思うし、
基本的に昔の大型計算機と今のスマホ
では、スマホのほうが能力高い。
　ちょっと先に、ネットの、ウィキペ
ディアの問題について聞きたいのです
が、やっぱり皆さん結構参考にしていま
すか。
○落合　僕はあまり使わないです。
○柳　私もあまり使わないです。
○渡辺　私も使わないです。
○山口　本当ですか。教員のほうが使っ
ているのかな。
○中島　ウィキがなければレポート書
けないでしょ。
○山口　ただ、基本的に Google は、ウィ
キペディアが最初に表示されるでしょ。
あれはなぜああいうリンクになってい
るのかがちょっと分からないんだけど。
○佐藤　アクセス頻度の高い順に出るん
ですか。
○山口　それもだし、あとはちょっと
広告の観点があるのかもしれないです
けど。
○中島　君たち、Google やるにしても、普
通は大体スマホでやっているでしょ？ 
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パソコンでやりますか？
○落合　特にどっちに重点を置いてい
るという気は、自分はしていないんで
すけど、パソコンを開いているときは
パソコンで、通学のときとかはスマホ
でという感じです。
○渡辺　私はパソコンかもしれないで
す。3 年生なので明日から完全に就活生
なんですけど、この間、合同説明会の
予約をすることになったんです。4 年生
でもう経験されているからご存じだと
思うんですけど、スマホだと遅くて予
約できないんです。ネット接続が遅くて、
ああいうのって、開始 40 秒とかで説明
会の席が全部なくなるんです。最初、ス
マートフォンでやったら、1 日目のほう
の説明会の席が全然取れなくて、アクセ
スもできなくて、2 日目の日曜日の席は
絶対に取らなきゃと思って、もうパソコ
ンの前で待機で、パソコンでやったら取
れたんですけど、そういう意味で、パソ
コンのほうが圧倒的にネットが速いんで
す。
○山口　たぶんそれはパソコンという
よりは。
○中島　大学での環境の問題ですね。
○山口　だから、スマホを、例えば iPhone
を、いわゆるソフトバンクの回線ではな
くて、大学の回線経由でやれば速いと
思う。
○渡辺　学校で Wi-Fi を使っていたん
です。それでも遅くて。
○山口　それは学校の責任かな。
○渡辺　それを、4 年生の私の学部の先
輩たちが、やっぱりスマートフォンに
頼り切っちゃうとどうしても取れない
し、遅いから、絶対に就職活動が始まっ
たらノートパソコンを持ち歩きなさい
と言っていたんですね。だから、私は
最近はもう、ずっとパソコンですね。
○中島　通信速度の一瞬の差で就活が
決まるという。
○渡辺　そうなんです。

○ 佐 藤　 通
信それ自体
の速度もそ
うかもしれ
な い し、 あ
とやっぱり
機器自体の
処理容量が、
パソコンの
ほうが大き
くできるか
ら、 や っ ぱ
りデータ処
理が早いと
いうことが
あるかもし
れないですね。
○中島　つまり、パソコンのメリットっ
ていろいろあるから、3、4 年生諸君は、
まだかなり使い続けていると。でも、
今の 1 年生というのは、パソコンを使
う頻度は相当減っているというのが僕
の印象です。経済でも情報処理を 1 年
で教えるんだけど、パソコンを触った
ことがないという学生がゼミに入って
きている。
　学習ツールとしてのメリットは、計算
ができるというのと、キーボード操作が
速いっていうことですね。文書作成とか。
○山口　例えば、大学の PC の貸出で言
うと、やっぱり大きいのは専用のソフ
トがいろいろ入っていて便利というこ
とかな。
○中島　表計算ですか。
○山口　いや、表計算はたぶんスマホで
も可能っていえば可能ですよね。
○落合　自分がパソコンを使うように
なったのは、全カリの英語の授業でパ
ワーポイント、あと、ライティングで
ワードを使わなければいけなかったの
で、そこでパソコンを使うようになっ
てという感じです。最初の入りはそこ
でした。

渡辺　栞
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○中島　経営はプレゼンをやりますか
らね。プレゼンは、確かにパソコンが
ないとね。
○山口　意外だったのは、ウィキペディ
アをあまり使わないというのは、まわ
りの学生を見ていても同じかな。
○渡辺　まわりの学生の中には使って
いる人もいます。でも、私が受けてい
る授業の先生は、ウィキペディアとか
はあまり信じないでくださいとおっ
しゃる先生が多くて、そういうところ
から引っ張ってコピペして、出典を
ちゃんと出しているけど単位を落とさ
れちゃったりする友人がいるんですよ。
そういうのを見ちゃうと、使いたくな
いし、確かに、本当に書籍とかを見ると、
全然違う内容のことが書いてあったり、
逆のことが書いてあったりする場合も
多々あるんです。そういう意味で、1 年
生の最初のころは使おうかなって思っ
たんですけど、学年が上がるにつれて、
ああ、よくないなと思って使わないで
すね。
○山口　例えば、図書館の利用。印刷
物とネット上の資料の違いというのは、
結構、意識しますか。
○渡辺　私が取っている授業の先生方
は、書籍を勧める先生方がすごく多く
て、ネット上の情報は、例えば、1 つ
の事象について、概要を理解するのに
はとてもいいけど、細かく分析したり、
研究するのに向かないとおっしゃるん
です。そういう意味で、やっぱり書籍
のほうが具体的に書いてあるし、信憑
性がある気がして、ネットよりは書籍
が、学習に関してはいいです。
○佐藤　お二人はどうですか。
○柳　ウィキペディアは、やはり内容
が浅いと感じています。今から調べる
ものの概要をとらえるというぐらいで
しか使わないと思います。本当に論文
を書くというレベルになると、ウィキ
ペディアは使いものにならないので、

私はほとんど使っていないです。
○落合　自分がウィキペディアを使う
ときは、芸能人のことを調べるときだ
けです。（笑）ほかに関しては、授業で
も特に参考にならないという話は聞い
ているので使いません。1 年のときか
らあまり使った記憶はないんですけど、
2 年生になって調べものをするときは、
もうウィキペディアに頼らなくても、
的確に欲しい情報を得られるサイトを
知っているので、そっちを最初から見
ています。
○中島　経済、経営系はだめですよね、
ウィキは。
○細井　ウィキペディアと同じように、

『広辞苑』だけでレポートを書いてくる
学生がいますよね。『広辞苑』だけで書
かないでと思うことはありませんか。
○山口　『広辞苑』で書くって、何を書
くんですか。
○細井　『広辞苑』で調べた語義の定義
はこれであるとか、同じレベルなんで
すよ。『広辞苑』とかウィキって概要だ
け。ウィキは文責もとらない。教員と
しては、やっぱりそういうのが問題だ
と思いますね。
○山口　最近の学生は、ネットで調べ
るくせがついているから、広く浅く調
べるということしか知らない。実は僕、
英語の統計の論文を読ませようとした
ときに、英語の辞書しか引かないんで
すよ。国語辞典で日本語の専門書を読
む、というのと同じレベルじゃないで
すか。だから、何を調べないといけな
いかということの理解が違っている。
○細井　だから、媒体の問題じゃない
んですよね。
○山口　そうですね。
○中島　ただ、そうやって中学、高校
からネットで調べる癖がついていると、
そういうものが調べものだと思ってい
るから、深く調べるということを知ら
ないんですよ。
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○細井　その辺のフォローがちょっと
ないかな。
○中島　つまり、授業というのは、学
生に疑問を持ってもらって、自分で考
えさせるということが、本当はなきゃい
けないんだけど、今はネットがあるか
ら、それですぐ分かってしまう。宿題
やれといっても、家に帰るとネットが
あるから、何も考えもせずに答案が書
けてしまう、宿題も全部できてしまう。
考えるということなしで、中学、高校
と進んできているから、調べものと言
えば、ネットから持ってくるんだと思っ
ている。ネットがなければ、それこそ『広
辞苑』とか『英和辞典』とかだけになっ
てしまって、そこから先に何かあるっ
ていうことが想像できない。
　それがネット社会の学生の一つのデ
メリット。答えはもう用意されている。
そういう問題が出てきちゃっているの
かな。これはパソコンというより、ネッ
ト社会になったせいで、学習というも
のが変わってきている。
　だから、我々の授業も、ウィキで調
べて、しゃべりまくってなんていう軽
薄な授業に、特に僕なんかなっちゃっ
ているかもしれないということはある
かもしれません。

Ⅲ．「分かりやすい」授業―考える力

○山口　ネットのせいなのか、今は分
かりやすい授業が求められているよう
に思います。僕は、本当は分かりやす
い授業というのがいい授業だとは全然
思わない。次に何か勉強したいと思う
授業でないといけないんだと思うんで
す。でもネットの影響なのか、我々大
学にいる人間からすると、高校までの、
いわゆる大学に入るための勉強はある
種、答えがある問題、答えがはっきりし
ている問題、きちんと解ける問題にチャ
レンジして、点数を取れる勉強というよ

うに、特に受験のときはなっていて、そ
ちらの弊害もちょっとあるんじゃないか
なという気もするんですけど、その辺は、
佐藤先生がお感じになっていることはあ
りますか。
○佐藤　いわゆる受験勉強とかで、正
解が決まっているものを学んで大学に
入ってくるという点で言えば、我々の
学生時代も同じですね。道具としてネッ
トというのは、僕らが大学に入ったこ
ろにはなかったものですから、またそ
れは違うことになるような気がします。
○細井　でも、変わったと思いません
か。学生のアンケートに、板書がよく
分からないからきれいに書いてくれと
かあったりすると、一口ずつに切って
口の中に入れてあげなきゃ食べられな
いのかという感じになります。全然わ
けの分からない授業とかあったじゃな
いですか。先生だけが一人で勝手にど
んどんやっている授業とか、いきなり
難しいことをやっちゃう授業とか。そ
うすると、学生が自分でそれをどうやっ
て食べようかっていうところがあった
んだけど、今はそういうのをやると総攻
撃を受ける。もっと分かりやすく、ちゃ
んと料理して、柔らかくして出してあ
げてくださいね、みたいなのが普通に
なっちゃったので、そういう意味では、
教え方とか、どこで学ぶ楽しさを味わ
えるのかとか、こっちが考えなきゃい
けないのかもしれないですよね。
○山口　僕らが大学生のときって、90
分聞いていて一言も分からない授業が
あった。
○中島　先生が自分の書いた論文を持っ
てきて、そのまま読んだりしていた。
○細井　全然レベルの違うものやって
いたりね。
○山口　そういうものがいいかどうかは
また別の話があるんだけど、ただ、そう
いうのを聞くことで、もっと何か自分で
しっかり勉強しなくてはいけないという
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思いは持ったので、そういう意味では役
には立ったと思うんだけども。
○佐藤　ただ、僕は今のその話は極端
な例だという気がして、昔はそれでも
いいと思われていたというのが今と違
うかもしれないけど、だからといって
やっぱり、我々の時代から、わけの分
からない授業はわけが分からなかった
ので、やっぱりそうじゃなくて、要は、
聞いた側がその説明を自分の言葉で置
き換えて、自分のための説明し直しの
ような、自分でアレンジして、ノート
に書いていくという作業というのをせ
ずに、もうそのままノートに書ける形
で書いてくれという、そこの問題だと
思います。人の話を聞いたり、本を読
んだときだってそうですよね。一字一
句そのままじゃなくて、書いてあるこ
とを自分なりの理解で置き換えて、理
解した内容について、自分で人に説明
するためには、自分の言葉で一回言い
換えのようなことがなきゃいけないで
すよね。そういう勉強の仕方、あるい
は情報の受け取り方の指導というのを
どういうかたちでやっていくかという
話だと思うんです。
○細井　極端なんだけど、その食べ方
を自分で工夫して食べたときの喜びっ
てすごかったじゃないですか。ああ、
やっと分かった、みたいな。でも、今
はそういう喜びがないかたちで、ただ
提供しちゃっているので。
○中島　飢餓感がないんだ。調べれば
分かっていると思っているから、授業
中に質問もしないんだよ。
○山口　受験勉強の中で気になってい
るのは、分からない問題はとりあえず
捨てるという訓練があって、実は、それ
は大学ではやってはいけないことだと思
います。最後までチャレンジして、ど
れだけ時間がかかっても頑張るという
ところが重要なのかなと。そういう意
味で言うと、少し回り道しながらも、

単純にネットだけではなくて、図書館
でいろいろ調べるというのは重要だと
いう気がしています。
○落合　それにちょっと近いと思うん
ですけど、こういうことって勉強の場
だけじゃないと思うんですよ。自分で
考えようとしないということに関して
は、大学で生活していて、例えば、新
しく何かを始めようというとき、僕が、

「○○やらないか？」と言うじゃないで
すか。それに対して、こうしたらいい
んじゃないの、とか提案するんじゃな
くて、全部、どうするの、みたいなこ
とがある。とにかく人に頼って、自分
では全く考えようとしない人が多いな
と感じています。考えない学生が多い
というのは、自分も最近感じていると
ころです。自分もそうなのかもしれな
いですけど。
○中島　便利になりすぎて、自分で考
えない。
○山口　経営学部の導入教育は何を
やっているかというと、みんなで一緒
にやるということと、提案をさせるこ
と、勉強の仕方の前にそれをやらせて
いるんですよ。1 つは、消費者だと思う
な、クリエーターになれ。それを 1 年
の最初にやっているんですよ。それで
ないと、大学の学びは始まらない。消
費者だと思って大学に来てもらっても、
大学の本当の学びはできないよという
ことを最初にとにかく教えたいという
のが経営学部の基礎演習なんですよ。
　だから、受け身で先生の言うことを
聞いて、ネットに書いてあることを調
べれば分かるということでは、たぶん
大学で学んでいることにはならない。
○落合　今、ちょうどそういう教育を受
けていて、それが 2 年目になったんで
すけど、さっき山口先生がおっしゃっ
ていた受験の弊害というのを自分は今
ちょっと感じ始めているときです。ど
ういうことかというと、受験のときは、
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確かにルー
ルの中に答
えはあった
ん で す。だ
か ら、 自 分
の中でこう
じゃなきゃ
いけないと
いうのを最
初に思って
しまうくせ
がついてし
まっていて、
で も、 大 学
だ っ た ら、
こうじゃな

きゃいけないというのは特になくて、自分
でいろいろな方法を駆使してたどり着か
なきゃいけないわけじゃないですか。なの
に、最初に課題が出たときに、こうやって
やるのが正しいんだっていうのが自分の中
にあるので、つまらない答えしか書けな
い自分に最近気づき始めたんです。
　なので、ルールの中でしか生きられ
ない、最近それを打破しようとしてい
るんですけど、そういう人間ができや
すいのが受験勉強であったり、中学や
高校での教育の弱点じゃないかと思う
こともあります。
○柳　その意見はすごく同感です。考
えるのが少なくなったのはまさにそう
なんですけど、考えるというより、答
えを探そうとしちゃうんですよ。例え
ば、私はゼミに所属しているんですけ
ど、ゼミですごく難しい言葉が飛び交っ
ていて、後輩を見ているとスマホで調
べているんですよ。質問して「これっ
てどういう意味ですか」と聞けばいい
のを、ゼミ中に調べちゃうのはすごく
もったいないことじゃないですか。だか
ら、きっと答えをきれいにしなきゃいけ
ないというのが、模範解答が世の中にあ
ふれていて、それを見てしまうからだと

思います。自分の意見を言うのは不安な
んだと思います。
○渡辺　うちの学部は、ディスカッショ
ンとかをするときに話が止まらないん
です。ディスカッションの流れを止める
な、みたいなのがあって、思ったこと
は必ず口にして、分からないことはそ
こで聞いて、そこで解決しようという
姿勢をみんな持っているように私は感
じています。特に私は留学を終えて帰っ
てきてから、その姿勢がもっと強くなっ
たと感じているんです。今、他学部の
方とかかわることがほとんどないので、
どういう状況かというのを聞いて、あ
あ、そうなんだという感じだったんで
すけど。やっぱり海外に出た経験を持っ
ている人たちって、日本人みたいに待っ
ていたら何も動かないんだよというこ
とを身をもって経験してくると思うん
です。分からないことは聞くし、自分
で言いたいことは言うし、それに対し
て相手に聞かれれば、ちゃんと自分も
説明しようとするし、という意味での
コミュニケーションを図ろうとすると
思うんです。うちの学部の授業におい
ては、たぶん模範解答ってないんですね。
ひとりひとりが違う意見を持っていて、
ひとりひとりが違う見方をしているか
ら、 人 の 意
見を聞いて、
あ あ、 そ う
いう見方っ
てあったよ
ねっていう
ふ う に、 ど
ん ど ん 広
がっていく
学 部 だ と 3
年間在籍し
て感じてい
ます。
○ 細 井　 異
文化コミュ 柳　真利奈

落合　敏彰
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ニケーション学部の基礎演習はそこに特
化していますので。
○渡辺　1 年生の最初の基礎演習で、私
はじゃんけんに勝ったのに、先生に「勝っ
たんだったら司会やって」と言われて、
初回に司会をすることになったんです。
入学して、ディスカッションの仕方も
分からないので、先生に、どうすれば
いいですかって聞いたら、先生が、「大
学は、先生にどうすればいいですかと
聞くんじゃなくて、自分で考えて行動
するところだから、あなたが考えたよ
うにやってください」って言われてし
まって。
○細井　新入生のときですよね。
○渡辺　はい。基礎演習で。それで、す
ごくパニックになってしまって、十何
人ものディスカッションをまとめるな
んて、どうしていいか分からなかった
んですけど、帰国子女も多い学部なの
で、そういう子たちが積極的に発言し
てくれて、じゃあ、これはそういうふ
うにまとめていっていいですか、みた
いな感じで進んだんです。そのときか
ら、先生たちに頼るんじゃなくて、自
分で考えて動かないといけないと思う
ようになりました。本当に困ったとき
だけ、先生に相談をするという習慣が、
基礎演習でついたと思います。
○中島　何か先生が褒められているよう
な。要するに、大学って学生をさまよ
わせるところで、さまよってもらって、
その間に自己形成してもらうんですね。
ネットがあるとさまよわないで、答えを
見つけて、ふっと抜け出ていっちゃうと
いう感じになる。
○細井　便利すぎてね。満足しちゃう
んだよね。
○中島　答えが見つかるから。
○山口　それを答えだと思うからいけな
いんですよ。それを答えだと思わなけ
ればいい。
○佐藤　それを契機に、ネットならネッ

トの中でもっとさまよえばいいんです
よ。
○中島　そこが考え方がいろいろ分か
れるところで、そういう害があるから
ネットは使わせないという見方もある
し、ネットをもう徹底的に使いたおし
て、その底の浅さを実感したら、本当
にどういうふうにさまようべきかって
分かるだろうからという考え方もある
わけですね。だから、勧める場合と、
禁止する場合と出てくるということな
んでしょうけどね。
○佐藤　今、自分でものを考えるとい
う話をずっとしていたんですけど、さっ
きのウィキの話に戻します。要するに、
1 つのもので安易に、手っ取り早く調べ
られるところで、それしか調べない。『広
辞苑』の例も出してもらいましたけど、
問題は 2 つに分けて考えることができ
る気がしています。ひとつはそういう
画一的な調べ方しかしないという点で、
それは『広辞苑』も同じですよね。何
を調べて何について述べるかにもより
ますけども、例えば、ある概念によって、
とりあえず一般的に日本語ではどのよ
うな意味の言葉とされているかという
ことを一応、確認で言わなくてはいけ
ないときに、『広辞苑』のような権威あ
る辞書から引いてくるという、そこの
部分自体は分かる。それ自体は悪くな
いんです。
　何が言いたいかというと、2 つ目は、
一番単純、手っ取り早いものを調べる、
調べないという問題とは別に、今度は、
自分が見た情報源に対する批判力の問
題。つまり、これだけ簡単にいろいろ
な情報に触れられるからこそ、この情
報はどのくらい信頼できるものかとか、
どういう人がどういう立場で責任を
持って提供している情報なのかといっ
たようなことをきちんと見抜きながら、
利用できるものはしていくというよう
な姿勢。むしろ、インターネットがあ
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ることによって、ちゃんと利用すれば
そういう能力を高めるチャンスでもあ
ると思うんです。図書館にある本だっ
たら、基本的に、世間的には信頼でき
る本という感覚があるかもしれない。
だけど、じゃあ本だけ見ていなさいと
言えば、逆にそれは違った意味で安易
な姿勢にもなり得る。インターネット
でも必要があったら調べてごらんなさ
い、ただし、うのみにはするなと。情
報に触れたときに、この情報源はどう
いう問題点がありそうかとか、そういっ
たことを自分できちんと考えながら、
使える情報を使いこなしなさいという
ようなことができれば、むしろそういっ
た批判力を高めるとかいうことにつな
がるんじゃないですか。
○細井　だから、こういうときはこの
タイプ、こういうときはこのタイプっ
ていうのを、もうちょっとはっきり示
さなきゃいけないわけですね。
○山口　示すというか、逆に言うと、
いろいろなことを経験することで、さっ
き図書館の話をしたんですけど、例え
ば、もう大学院レベルになって、研究
計画書を書くときに、新書版しか読ん
でいない学生とかをみると、専門書を
読みなさいって言いたくなりませんか。
○細井　ありますよね。
○山口　それと一緒で、本だったらい
いっていうわけでも当然なくて。
○細井　本だからといって信頼できな
いですから。
○佐藤　あと、目的に応じて、本当に適
切な情報源なのかとか、そういったとこ
ろをきちんと考えられるようにする。
○中島　そこまでいければいいんだよね。
これが本当の使い方だって、そこにう
まく導ければ、ネットも大いに使える。
○佐藤　ウィキを使ってもらって、その
使って出てきたものを、じゃああなた、
これはウィキを使ったらこういうこと
が書いてあって、あなたはそういうふ

うに信じてこういうふうに書いたけど、
実はこういうところが問題なんじゃな
いのっていうようなことが、もっとちゃ
んとできればよくて、ウィキはとにか
くだめだよっていうのが、本当にいい
かどうかは分からないですよね。
○細井　分からない。ウィキだってい
いようなこともあるわけですし。調べ
たい深度によってはね。だから、別に
使うなとは思わないけれども。
○山口　そういう意味でいうと、特に
ネットの場合に、情報がたくさん入っ
てくるというときの批判力をどうきち
んと形成するか。そのための教育は結
構、重要だということですね。
○細井　そうですね。どうしたらいい
のでしょう。
○中島　そういうことは考えたことが
ありますか。ネットからいろいろなソー
スが入ってきて、それが本当かという
ようなことを判断する基準とか。
○柳　あります。今、論文を書いてい
るんですけど、ネット上にはいろいろ
な論文があふれていて、正直、使い方
に困るときがあるんです。どの説が正
しくて、どれがどうなのか。最終的に
は自分の意見を述べるしかないんです
けれども、それをまず体系化するのも
難しいし、それにどう自分の意見を結
び付けるかも難しいし。それは、自分
のやり方でしかないので、論文を書く
にあたってちょっと混乱していますね。
○中島　情報が多すぎてね。今、卒論
を書くと、確かにそうだろうね。
○落合　学部だとディベートをやる事
があるんですけど、データをネットか
ら持ってくるときに、同じことについ
て調べたグラフなのに、資料によって
数値が違っているということがしょっ
ちゅうあって、どっちを信じたらいい
んだろう、と思うことがありました。
○中島　そうなんだよね。だから、そ
ういういろいろな情報があふれていて、
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どれが自分のとるべき情報なのかとい
うことを、迷うということは自分のほ
うがしっかりしていなければならない
ということですよね。そこに気がつく
ということが大事です。そういうふう
に、自分が解くべき問題を自分でかっ
ちり立てられたら、それで卒論なんて
いうのはもう 8 割できたようなもので、
そこまでたどり着くのが大変ですよ。
○山口　逆に言うと今の若い人たちは
余計大変ですよね。我々のときはもう、
図書館に行って調べるしかない、みた
いな。
○中島　そういうことから言うと、パソ
コンの前に行けば情報があふれている
し、それがもうスマホというかたちで手
元まで来てしまっている。だから、思
いついたときは何でも調べられるとい
う状況にあるということは、一面すご
く便利なんだけど、逆の立場から言う
と、これは地獄と言うのかな。何でも
分かってしまうというのは、一体どう
いう世界なんだろうって。そこで自分
の頭をどういうふうに使っていいのか
という深刻な状況になるんですね。そ
ういうことを我々は積極的に言ったほ
うがいいのかな、どうなんでしょうか。
○山口　たぶん、批判力というのをど
う鍛えていくかということがやっぱり
一番大切で、ツールとしては、情報を
得るためのツールはたくさんあって、
そこで取捨選択をどうするか。そのと
きのよしあし。それがおのおのの判断
力、いろいろな決断をしていくところ
の鍵を握っているような気がします。
○細井　しかも、それは紙でもネット
でも一緒なんだと思います。
○山口　例えば、新聞が言っているこ
ととか、マスコミが言っていることに
ついての批判をどう持てるかというこ
とが、我々のときはまだ新聞とかマス
コミだけしかなかったから、そういう
のをちゃんと批判的に見られるかどう

か、いいところはいいというのをちゃ
んと見られるかどうかというところが、
大切ですね。
○中島　少なかったからじっくり読ん
だんですよ。コピーもなかったときは
手で写したんですよ。手で写すのは限
られているから、ちゃんと読んで、こ
ことここが大事と、読む過程でも選ば
なきゃいけなかった。だから読みが深
かったんですよ。今はコピーがあるか
ら、コピーを持っていると自分の頭に
入ったような気がして。僕なんかもそ
うだけども、コピーばかりどんどんた
まって、本当は全然読んでいないとか。
そういうように、だんだん研究者も堕
落してきて、学生はもっと、その辺が
便利になっちゃっていて、宿題なんか
すぐできちゃう。
○細井　情報源って調べるじゃないで
すか。私たちの時代は、情報源ってす
ぐ分かるっていうか、今は情報源がよ
く分からない情報が多いから、それの
信憑性を調べるというのはものすごく
難しくなっています。そこの差じゃな
いかな。書籍にしても新聞にしても、
割合に調べやすかったよね。そういう
技はどういうふうに育てていったらい
いんだろう。
○中島　学生がどういう状況にある
かっていうことを、教師の側があまり
知らなくて。昔の感覚でやっちゃうか
ら、そこにずれが生じるというのが大
きいのかもしれないです。
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○細井　私も、信憑性とかきちんと確
認しないまま持ってくると、きみが悪
いって、個人的な責任にしちゃってい
るところがあるかな。
○中島　今、全カリで時々あるんです
よ。すごくいいレポートだといい成績
をつけちゃったんだけど、あとで調べた
ら、ネットにそのまま載っていたとい
うことで、どうしたらいいでしょうかっ
て僕に聞いてくるんですね。そんなこ
とは聞くなよって答えています。ちょっ
といいレポートが来たら、これはネッ
トにあるんじゃないかと疑うのが当た
り前だという。
　最近は、そういうのを調べるソフト
がちゃんとできているよね。教員も使っ
ているから、かなりの頻度で。「てにを
は」を変えたぐらいだったら、即、元
が分かるような仕掛けにはなっている
んだけどね。

Ⅳ．立教大学の学習環境 ―CHORUS、
Blackboard、ポートフォリオ

○中島　一般的な環境に加えて、立教大
学で特にどうかということも聞きたいん
ですけどね。たとえば CHORUS ってあ
るけど、あれでレポートを出したり、質
問をしたことはありますか。
○渡辺　質問やレポートはないですけ
ど、資料を引っ張り出してくるという
ことはあります。
○中島　あそこに置いてあるのを持っ
てくるという、大体、今の教員はそれ
ぐらいの使い方ですか。
○山口　科目によるんじゃないですか。
私は、小テストはあれでやったり、レ
ポートはもうほとんど。私は今、講義
を持っていないんですけど、ゼミのレ
ポートやプレゼンは全部 CHORUS で出
させています。
○中島　小テスト。あれでテストがで
きるんですか。

○山口　できます。
○中島　個人 ID が入っているからです
か。
○山口　はい。
○中島　でも、アイデンティファイでき
ないじゃないですか。
○山口　できます。
○中島　本当にその人間がやっているか
どうか確認できますか。
○山口　それは小テストといっても成
績に反映させるものじゃないので、そ
ういう使い方をします。教員側からの
立場で言うと、理解しているかどうか
のチェックにはものすごく役に立つ。
○中島　そうか。学生諸君に、自分が
理解しているかどうかをそれでチェッ
クしてもらうという使い方ですね。
○山口　今、かなりの科目で CHORUS
を使っているようです。学部によって
違うのかもしれませんが。
○落合　僕らの講義では一回も使って
いないです。去年は使いましたけど、
Blackboard とポートフォリオはよく使
います。
○佐藤　CHORUS はあまり使われてい
ないんだ。
○山口　メディアセンターの調査によ
ると、意外と兼任の先生のほうが使っ
ていて、専任が使っていない。だから、
全カリは使用頻度が高いんですよ。
○細井　全カリはそうでしょうね。
○柳　全カリは確かに使います。
○中島　レポート提出ですよね、やっ
ぱり使い方とてしては。
○ 山 口　 そ れ と、 英 語 は ほ と ん ど
CHORUS ですよね。
○落合　僕は手渡しでした。
○山口　 今は違うの？　昔、CHORUS
を導入するときに、全学生が 1 回は使
うという理由が、全カリの必修で使っ
ているからということになっていたん
だけど。
○中島　それは崩れちゃっているよう
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ですね。あれはやっぱり型が決まってい
るから、必ずしも使い勝手がいいとは言
えなくて。僕も提出物は、CHORUS で
はなくてもっぱら自分のサイトを使っ
ているんですよね。
○山口　うちの教員も実はそうだった
んですけど、今は、学部としてはでき
るだけ CHORUS や Blackboard を使っ
ている。学生から見たときに、科目ご
とに別のページに行かないといけない
というのは、ちょっと問題かなという
ことになったのです。
○中島　その科目の登録が反映された
時点から使えるようになるので、学期
の初めは使えないんですよね。それで
使わなかったんですけどね。
○山口　いや、それは、今は科目によっ
てはもう最初から使用するということ
をお願いできるようになったと思いま
す。結構、経済の先生とかからも、実
は教務のところに要請が来ていて、学
期初めからとか、レポートの返信がで
きるように、コメントを返せるように
ということで、そういう工夫は少しず
つしているかなと思うんですけど。
○細井　中国語はかなり CHORUS を
使っていますよ。
○中島　そうですか。提出物を出させ
るときですか。
○細井　先生がたくさんいらっしゃる
ので、いろいろな教授法があって、先
生によって副教材の活用も異なるので、
副教材を自習用教材に加工して、全員が
見られる拡大クラスをつくってもらっ
て、そこに掲載します。
○山口　もともと CHORUS の発想は、
自習用なんですよね。
○細井　そうですよね。
○山口　CHORUS は、自習用で、Black- 
board とはちょっと違って、どっちかと
いうと授業支援システムという、マネ
ジメントのためのシステムではなくて、
自宅学習システムに近いものなんです。

○落合　僕は Blackboard を自宅学習用
に使っていました。
○細井　Blackboard って何ですか。経
営学部用のものですか。
○山口　これは全学的に入っているん
ですよ。
○細井　知らないです、初めて聞きま
した。
○柳　初めて聞きました。
○細井　それはどういうものですか。
○山口　LMS の 1 つで、たぶん世界的
に言うと、Blackboard が一番シェアは
高いと思います。CHORUS は日立が
つくっている日本ローカルの仕組みで、
Blackboard をもともとつくったのはア
メリカの会社ですが、アメリカのほと
んどの大学にはたぶん入っていると思
います。
○細井　それは立教の V-Campus に入っ
ていますか。
○山口　入っています。
○細井　全然使ったことがない。
○山口　ここで愚痴を言っても仕方がな
いんだけど、インターフェースが、ま
だあまりきちんとしていなくて、立教
の 方 針 は、CHORUS か ら Blackboard
に変えるという方向性でちょっとだけ
考えていたんですよ。導入の数年後に
は CHORUS ではなくて Blackboard に
しようと。両方入れると相当お金がか
かりますから。ところが、CHORUS の
ユーザーがかなりいるということで、
CHORUS は CHORUS で 残 し な が ら、
Blackboard は少し、試験的に使い続け
ようと。
○細井　機能は一緒なんですか。
○山口　いや、Blackboard のほうがは
るかに上ですよ。ただ、Blackboard は
もともと日本製じゃないので、英語で
表示されています。インターフェース
は変えられると思うんですけど、たぶ
ん中国語版もあると思います。
○細井　あるんですか？
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○山口　 間 違 い な く。 中 国 の 大 学 で
も 使 っ て い る は ず な の で。 そ れ で、
CHORUS が英語に対応していない…、
今はしているのかな。だから、英語の
先生方から CHORUS の英語化を要請さ
れていて、それができなかったので。今、
経営で Blackboard を使っているのは英
語の科目でしょう？
○落合　International Business とか。
○中島　そうなのか。要するに、簡単
に言うと、双方向で情報が、やりとり
できるんですよね。
○山口　はい。あとは、学習履歴等を
残せたりというのが、たぶん機能的に
は CHORUS より上だと思います。
○細井　見てみます。
○中島　ということで、その辺はまだ開
発途上なんだね。教員もあまり知らな
い。
○山口　あと、せっかくなので、経営の
宣伝じゃないですけど、学習環境で言
うと、うちはポートフォリオ、経済は
アナログじゃないですか。冊子をつく
られましたよね。あれの電子版を数年
前から、文科省の GP もらって開発し
ていて、一部のプロジェクトの科目で
は使っているんですよ。
○ 落 合　 ポートフォリオは、B L P 、
Business Leadership Program でよく使
います。リーダーシップは何かという
ことについて考えるプログラムなんで
すけど、毎回課題が出るんですが、そ
の課題は全部ポートフォリオという場
所に提出します。そうすると、後で自
分でも見られるし、教員が見て、例え
ばワードの場合だったらコメントを書
いてくれるんですよ。それをためてお
くことによって、数年後も見られて、
自分がどういう学習をしてきたかとい
うのが、埋蔵箱のようにどんどん積み
重ねていけるんです。それをあとで確
認することによって、自分はああいう
ときにこんなことを考えていたんだ、

と思いながら、過去を振り返り、今を
見るということで、学習にとてもよく
使えます。
○中島　そういうのは、今のところ経
営だけですか。
○山口　経営の全部の科目で使われて
いるわけじゃないです。実は CHORUS
も、過去のレポートは全部見られるん
です。ゼミ生に、去年、「このレポート
を出していたよね」と聞いたら、「そん
なもの今もう持っていません」と言っ
たので、CHORUS で、去年出したレポー
トなどは残っているので、全部見られ
ると指示しました。だから、そういう
使い方自体を CHORUS もできるので、
もうちょっと活用すればいろいろなこ
とができる。
○細井　CHORUS って履修登録した学
生だけに開示じゃなくて、履修し終わっ
た学生の情報も見られるんですか。
○山口　いえいえ。でも、本人が出した
分は全部見られますよ。
○細井　ああ、そうか。教員側からは
見えないけど。
○山口　教員側からは、自分が担当した
科目は見られますよ。ポートフォリオ
の場合、教員は、例えば許可された学
生の分は全部見られる。だから、過去
の学習履歴がどうかというのも見られ
る。
　今、実は試験的にやっているのは、
就活のときに企業に見せるという試み
です。自分が勉強した履歴がここに残っ
ているから見て欲しいということで、
学生が教えれば、企業の人が見られる
という仕組みまではできあがっていま
す。
○中島　就活に有利ですね。
○山口　就活を変えるという意味では、
やりたいなというのがあって。企業の
人にしっかり見てほしいという意思表
示です。これは実は「立教時間」にも
似てますね。
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○細井　でも、「立教時間」は教員がコ
メントとか書けないでしょう。
○山口　はい。あれは学生が書いたこ
とだけですね。
○細井　そうですよね、学生だけです
よね。あれの改善版なんですね。
○中島　そういう必要な機能がだんだ
ん備わってきた。
○細井　こういうのがあると、自分で
ちゃんと自分の大学生活をデザインで
きるというところがいいですよね。
○山口　我々だって、昔で言うと、ノー
トをとりあえず持っていた。それが電
子化されただけだとは思うんです。検
索して見やすくはなるけど。
○細井　昔のノートは、教授は見ない。
自分でこそこそ書いているだけ。
○中島　ネットというと、ひと昔前は
裏サイトというものがあって、あの教
員は単位がゆるいという情報交換とか、
ノートの貸し借りみたいなものがだん
だんネットに移ってくるということも。
でも、それをプラスにとらえて、自分
の履歴をためておいたり、お互いに情
報交換し合ったりできるような環境に
なりつつある。そういうのが情報端末、
例えば、スマホに入ってくるというふ
うになってくると、学習ツールといっ
ても、これは相当大きな話になってき
ますね。
○山口　立教の環境を今話しているん
だけど、たぶん、皆さんはほかの大学
に高校の同級生がいると思うんだけど、
その人たちの大学の環境と、立教の環
境とを比べたことはありますか。立教
は、V-Campus をスタートしたっていう
ことで言うと、かなり先駆け的に進め
たんです。
○中島　キャンパスが狭いからね、か
なり早くできた。
○山口　ただ、パソコンの台数とかい
うと、実は同規模のところと比べると、
一時期は少なかった。4 年生の人が 1 年

生のときは貸出パソコンはなかったで
しょ。
○柳　なかったですね。
○山口　なかったでしょ。PC 貸出をス
タートしたのは最近なので、1・2 年は
当たり前だと思っているかもしれない
けど。そういう工夫をしているんです
けど、他の大学の様子と何か比較した
ことはありますか。
○柳　大学の図書館でパソコンを貸し
出せて、しかも、それを外にも持ち出
せる。あと、印刷も一程数は無料でで
きるという話をすると、ほかの大学の
人には「うらやましいな」と言われます。
ただ、CHORUS とか、ああいうシステ
ムに関しては、正直、話したことがな
いので分からないです。
○落合　僕がこの前びっくりしたのは、
他大に通っている友人が大学から与付
されているアドレスを持っていること
すら知らなかったというので、大学で
いろいろと環境を整えていても活用し
ていないんじゃないかと思いました。
○中島　その大学では、自分の ID を知
らない。
○落合　その友人が使っていないとい
うことです。
○山口　出席者の登録は、それがない
とできないんじゃないの。
○中島　理系では、使っているものが
高度で個人のパソコンに入らないから、
教室だけでやらせているっていうこと
がありますよね。私の息子も理系です
けど、家ではできなくて、教室に行か
ないとできないです。それはやっぱり
大学のポリシーというものが、ある程
度あるかもしれないです。教室だけで
やらせるというような考え方もありま
すから。一方で立教の場合は無線 LAN
の導入も早かったし。
○渡辺　私は他大の友達と、CHORUS
について話したことはないです。ただ
成績について、今はネットで確認でき
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るようになりましたが、私が 2 年生に
なるまでは、郵便で来るまで分からな
かったことを友達に言ったら、「えっ、
遅くない？」と。ほかの大学に通う友
人からは、「普通にパソコンで確認でき
るよ」って言われました。私は、立教っ
てそういうネット環境は遅い大学だと
思っていたんですけど、先生のお話を
聞くと、進んでいたんですね。
○山口　例えば、他大学だと、もう 4、
5 年前から成績は全部ウェブで、自動的
に学生に通知が行くようになっている
大学もある。立教はつい最近まで、履
修登録も紙でしたよね。最初からウェ
ブでしたか。
○中島　全部じゃないよね。
○渡辺　私はネットだったと思います。
○中島　今、ネットになったんですか。
○山口　今、全部ネットですよ。
○柳　1 年生のとき、届出用紙がありま
したね。
○山口　少しずつ移行していったんで
す。
○中島　立教の場合、日課表はウェブ上
に pdf ファイルが貼りつけられているだ
けで、そこをクリックしてもシラバス
にいかないんですよね。あれは使いづ
らいよね。
○事務　全カリではスポーツ実習を除
く総合科目はアクセスできます。言語
科目はアクセスできませんが。
○中島　その辺は、もうじりじりとやっ
ていくしかない。立教はほかの大学よ
りカリキュラムが複雑だから。全カリ
があるということも、ちょっと特色が
あるし、また学部によって方式が違っ
たり、その辺の調整がなかなか、ある
もので。ほかの大学みたいにすっとは
いっていないという。それでご不便を
かけていますけれども。
○山口　今、例えば、学習ツールの 1
つでシラバスがあります。あれは全部
ウェブで見られるようになっているん

ですけど、ああいうものは使っていま
すか。
○渡辺　使っていないです。見づらい
じゃないですか。
○山口　見づらいね。
○渡辺　紙のほうがいいです。
○中島　ウェブ時間割からアクセスでき
ないから、結局、索引で見るほうが早
いんですよ。
○山口　実は、あの紙をなくそうかと
いう提案があります。『講義内容』は残
すんだけど、『履修要項』はなくそうか
という話があります。『履修要項』はあ
まりいらないでしょ。
○渡辺　『履修要項』、見ています。
○山口　よかった、見ているんだ。『講
義内容』と『履修要項』と 2 つ分かれ
ていますけど、『講義内容』の方は、紙
媒体でずっと残ると思いますけど、規
則が書いてある方（『履修要項』）の紙
媒体は必要ですか。
○渡辺　両方必要ですよね。
○山口　1 年生のときだけ配れば十分
じゃないかな。あれは毎年配っている
でしょ。
○渡辺　はい。でも、私、留学から帰っ
てきてから、履修登録の方法を忘れて
しまって、私の学部の学生はみんなあ
れ見ないと分からないねって、みんな
で必死に開いて調べました。留学で、
長期日本を離れた学生って忘れちゃう
と思うんですよ。だから、なくなった
ら困ります。
○中島　やっぱりウェブだと自分の欲
しい情報が相当深いところにあったり
して。
○渡辺　探しづらいですし。
○中島　そういうことがあるんだ。やっ
ぱりそういう点でも考えたほうがいい。
シラバスも、ネットだとたくさん書け
るでしょ。だからネットにしてはどう
かという人もいるんだけど。
○山口　そういう意味で言うと、立教
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のシラバス、日本の大学のシラバスが
概してそうなんだけど、内容が書いて
いない。例えば、1 コマ分について何を
やるかということは、出てみないと分
からない。だから、そういうのがネッ
トの上のシラバスになると、1 回 1 回を
もうちょっと詳しく書ける。
○中島　書こうと思えばね。そういう
のを書くのが堕落だと考えている先生
もたくさんいる。
○山口　それはいろいろあるので、基
本的にそこで学生とインタラクティブ
にやることが大切な科目も学部によっ
ては当然ある。
○柳　立教の履修登録の仕方は、私は
すごくいいなと思っています。紙でも
あるし、あとは、お試し期間が一応あ
るじゃないですか。
○山口　あれはお試し期間というので
はなくて、履修の変更を許可している
期間です。
○柳　そこで最初に詳しくお話をして
くださるので。
○山口　学部によって違うのかな。多
少古いやり方が残っているかもしれな
いですね。昔は通年科目だったから最
初の 2 週間はもう全然、登録もなしに、
自由に出入り。3 週目ぐらいから、ちゃ
んとした授業をしていた。3 週目に履修
登録をしていたので。でもそれは通年
科目だったからできたことですね。

Ⅴ．学習ツールとしての携帯電話・
スマートフォン・SNS

○山口　こういう情報機器を使いこな
すということは特に経営学部では大切
にされていますが、あとは、当然、人
と人の接触、コミュニケーションとい
うことの方をより大切にしている学部
もありますよね。それは、たぶんどこ
の学部も一緒なのかもしれないですけ
ど。

○中島　授業中に携帯、スマホを許可
するかどうかというのも、恐らく学部
とか、あるいは科目によって相当やり
方が違っていて、僕なんかゼミではヨー
ロッパの現代のことをやっているわけ
ですよね。そうするともう、紙媒体だ
と全然間に合わないわけです。だから、
その場でもってすぐスマホで調べさせ
てということは頻繁にあります。それ
は仕方がないですよね。なければでき
ないんだから。そうでないところで、
授業中にスマホというのは、さっき言っ
たように、やっぱり功罪があるわけで
す。
○山口　授業中に気づいた中で、気に
なったのは、スマホでノートをとって
いる学生がいて。それはやったことな
いですか。
○柳　ないです。
○細井　どうやるのかな。
○山口　僕らと違うから、ちゃんと打
てるの。
○細井　すぐに黒板に書いてあること
を写真に撮っているのよね。
○中島　そうそうそう。「先生、ちょっ
と消すの待ってください」と言って、
スマホで写真を撮っている。1、2 年
はだんだんそういうかたちになってき
ちゃっていますね。
○山口　僕らは、最初にスマホが出る
前のイメージは、もう全員がパソコン、
例えば、8 号館の教室があるでしょ。た
ぶんああいうところでノートの代わり
にパソコンで入力してというふうにな
るのかなと思っていたら、スマホの時
代になったので、スマホがノートになっ
た。そういう学生ってまわりにいない
ですか。
○落合　僕は授業ではスマートフォン
でノートをとったことはないですけど、
この前、人の話を聞いているときに、
どうしても書くものがなくて、ちょっ
といいですかと言って、スマートフォ
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ンで重要なことはメモさせてもらった
ことはありました。でも、最近、iPad
を持っている友人はいます。
○山口　それも増えてきそうな気がす
るんだけど。
○中島　今日も教授会で、使ってる人
いましたね。
○細井　あれ便利そうだよね。私も使
いたいな。
○中島　その場で書類つくれるし。
○山口　ただ、教員の中には、そういう
ものを授業中に持ち出すのは禁止とい
う人もいる。禁止している理由は、他
のことに使う可能性があるからでしょ。
○細井　そうですね。携帯、スマホに
ダウンロードしたものを禁止している
のは、小テストが成績評価に含まれて
いるからです。不正行為を防ぐために
禁止にしているので、別に入っていな
ければいいんですよ。授業中にノート
をとるとかは問題ない。
○山口　慶應大学では実質的には使われ
なくなったんですけど、クリッカーを入
れるときにそういう話が出ました。
○柳　クリッカーって何ですか。
○落合　賛成、反対とかの投票をする
ものです。
○中島　機械を学生に渡して、ボタン
を押させるんです。
○山口　大人数のクラスで、小テスト
をやるときに使用したり、理解してい
るかどうかその場で聞いたりする。実
は、クリッカーを導入する前に、携帯
でそういうのをやるというのを部長会
で承認してもらおうと、私はいろいろ
演説したんです。一部の学部からは、
携帯はもう授業中に絶対禁止なので、
それはできませんと。授業評価アンケー
トを携帯でやるという実験も一回やっ
たんです。
○中島　僕も参加しました。
○山口　ただ、使い方以前に、大学で携
帯の学習ツールとしての使用を断念し

たのは、一部の教室は電波が届いてい
ないということがありました。
○中島　それは今改善されてますか。
○山口　まだ、11 号館の地下とかは入
らない。それについては、立教で導入
すると相当お金がかかるんですよ。そ
れで、2 年前ぐらいにクリッカーを導入
して、大人数でそういうことをやろう
とするときの対策をすることになった
んです。
○中島　簡単な問いをかけて、イエス
かノーかというようなやり方だから、
あれは限界があったけど、うまく使え
ば、確かに双方向でインターフェース
としてはいいんだけども、やっぱりど
うなんだろう。
○山口　だから、大人数のときの学生
の私語の問題とかは、あの中で言うと、
全員が参加意識を持てるかどうかにか
かっている。
○細井　そうですね。自分がゲストに
なっちゃうとだめですね。
○山口　そのための道具として、たぶ
んクリッカーとかは活用しようという
話をされていたところがあった。
○細井　携帯で出欠をとるという話も
なかったですか。
○山口　そういうことはチャレンジし
たことがあるんですが、まだ成功して
いない状況です。
○中島　今確認したように、学部によっ
て相当文化も違うということがあるん
ですね。
○山口　だから、あとは学生が、逆に
言うと、こういう機器を持っていても、
きちんと授業に集中して、そのことし
かやらないということが確認できれば、
全然、禁止するようなものではないは
ずなんですよね。
○細井　そこまで管理するのは難しい。
自主性に任せたい。
○落合　ニュースで見たんですけど、ア
メリカの高校はもう全員、ノートパソ
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コンで授業を受けていて、授業中に誰
が何のページを見ているかというのを、
先生が別室で確認できるシステムがで
きているそうです。
○山口　8 号館にある PC は、実は学生
が何を見ているかということを、見よ
うと思えば教員が全部見られるんです。
それをみんなが知っているかどうかは
別ですが。PC の演習しているときに、
ネットで何かほかのサイトなどを見よ
うと思えば見られるでしょう。
○中島　本当にスキルの習得という目的
の場合には PC などの電子ツールは効果
があるんだけれど、ここで教えている
ほとんどの科目というのは、おそらく
そうじゃないんですよね。だから、あ
あいうやり方があまりなじまない。
○山口　僕らも授業のときに PC があっ
たほうが便利で、昔は池袋にコンピュー
タがないので、わざわざ新座で授業を
していました。1 日利用で新座キャンパ
スへ行っているときに 2 日利用してい
たりして。
○細井　そういうネガティブなものを管
理するという要素が入ってくると、大学
の学びからずれていっている感じがどう
してもしちゃいますね。
○中島　いわゆる普通の文系の学びと
いうイメージとは相当違うと思います。
○細井　かなり違いますよね。
○中島　ただ、社会科学全体を見わた
すと、そういう要素って増えています。
ミクロ経済でも何でも、やっぱりそう
いうふうにして教える部分というのは、
ある程度はあるんです。
○細井　自主性とか、そういうところ
に託しているものっていうのが、どん
どん指示だけ出して管理するという方
向に、微妙にずれてきたという感じは
普段からあるんですけど。
○中島　語学でも、やっぱりスキルの
習得だけではないという思いが立教の
先生は強い。その辺のずれがある。

○山口　逆にもう 1 つは、これはたぶ
ん、あなたたちが社会人になったとき
は、当然、仕事でスマホとかを使いこ
なさなきゃいけないし、情報を集めた
り、それこそさっきの情報の判断も含
めて、適切な情報を探してそれをもって
そこで判断しなきゃいけない。当然、使
いこなさないといけないので、そういう
端末ツールとして習得する機械というの
は、今、パソコンのリテラシーみたいな
授業があるでしょ。実は教員の側が、ス
マホの使い方みたいなことを、誰が教え
るんだ、と悩んでいる。
○細井　分からないからうまくできな
い。そういうレベルですから。
○山口　皆さんはもう基本的に最初か
ら環境としてあって、自然と使う。昔
で言うとね、パソコン入門というのは、
キーボードの打ち方から練習していた
んですよ。
○中島　今、君たちはかえってスキル
が落ちているかもしれないね。昔はキー
ボードから授業でやっていたから。
○山口　ブラインドタッチの練習とか
僕はやったことない。そんなことは最
初からやる気がなかったから、自分が
担当したときはそういうことは全然な
しで、親指でもいいからと。だから、
この辺の環境というのは、あまり気に
せずに、もう自然と。パソコンは高校
で勉強しましたか？
○渡辺　ワードとエクセルとパワーポ
イントをやりました。
○中島　情報は必修になっているけど、
いわゆる進学校と言われているところ
ほどやっていない。
○落合　ほぼ、やらないというか、そ
れほど力は入ってなかったです。
○山口　やらなかったからって、困って
いるわけじゃないでしょ。
○落合　大学に入って使うようになった
らいつの間にかできるようになりまし
た。
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○山口　本質的なところというのは、操
作ができることじゃないはずで、今で
言うと、iPad とかスマホの場合は、イ
ンターフェースがしっかりしていて、
まわりを見ていればいきなり使えるわ
けでしょ。昔は電源の入れ方から、何
からやりましたよね。
○中島　ダブルクリックができないと
かね（笑）。
○山口　ダブルクリックは本当に大変
でしたよ。
○細井　パソコンって全然、それまで
の時代と世界が違うじゃないですか。
だから、初めての道具という感覚だっ
た。
○中島　ウインドウズ・パソコンが出
てくる前は、自分でベーシックでプロ
グラムを組んでいたんですからね。
○柳　ちょっと話はずれるかもしれな
いんですけど、iPhone とか iPad は、説
明書なしでも、ただ触れば分かるとい
うように設計されているからできると
思うんですけど、ただ、他のパソコンの、
特にパワーポイント、ワード、エクセ
ルに関しては、大学の授業だけではきっ
と会社で通用するレベルに持っていく
のは難しいんじゃないかなと思います。
○山口　ただね、僕は情報の担当をし
ているんだけど、使い方を覚えるなっ
て言うの。何でかというと、それを覚
えたって 1 年後は違うソフトになるし、
使い方が変わるし、インターフェース
が変わってしまう。だから、例えば、
そのときに使えるようになったプロセ
スが重要で、習ってその時だけできる、
というのでは困る。割と熱心な人って
使い方をメモるんだけど、それをやっ
てもあまり意味がないので、だから、
そこのプロセスが、これを使えるよう
になったという経験があれば、1 日か 2
日で使えるようになるはずなんですよ
ね。特に我々の世代はバージョンを変
えたくないですよね。

○中島　会社に入ったら、そこの環境
で勉強をするのが一番いいんですね。
どこでも通用するようなスキルという
のは、残念ながらない。僕も前の学校
のパソコンがアップルで、こっちに来て
からウィンドウズになったので、慌てて
ウィンドウズを覚えたりして。そういう
苦労をしなきゃいけなくなる。
○山口　少なくともこの辺の環境とい
うのは、皆さんの時代であっても、ま
だまだ安定した時代にはならないから。
○中島　ワードなんて本当、5 年ぐらい
先にはどうなっているか分からない。
○山口　だから、そういう意味でいう
と、そういう変化に対応できる力とい
うのをどう身につけるのかなと。実は、
僕が大学生のころにパソコンができて、
それまでは大型コンピュータで、大型
コンピュータは当然、専門の関係で使っ
ていたんですけど。
○中島　フォートランとか。
○山口　こういうものに関しては、ひと
つひとつの使い方を覚えるということ
はあまり意味がなくて、新しいことが
出たときに、そこでどう使えるように
なるかということをしっかり身につけ
る。そのプロセスが大切。だから、あ
とはさっき言っていたように、最近は
インターフェースがしっかりしている
からね。昔はやっぱりひどかったんだ
と思うんだけど。
○細井　でも、大学って、やっぱりその
スキル面のレベルをアップするというこ
とが、究極的な目標じゃないですよね。
それを使って何をするかのところにど
うしてもいっちゃいますから。だから、
やっぱりその程度で止まるしかないで
すよね。
○中島　使って何をするか。まず、我々
が使いこなしてですね。
○細井　情報への批判力をはぐくむ。
○中島　そう。我々がスマホでも iPad
でも。使い倒してですね。
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○細井　私も子どもに習おう。
○中島　そうそう、子どもに習ってです
ね（笑）。
○山口　せっかくなので SNS の活用に
ついても聞きたい。例えば、アメリカ
ではツイッターやフェイスブックとか
も、教育できちんと使おうというよう
な動きが一方であって、ただ、我々の
実情としては、なかなか。私も両方ア
カウントを持っているんだけど。全然
使っていない。でも、皆さんは、基本
的にはもう普通の生活の中で当たり前
のように使っているわけでしょ。
○中島　「この宿題の答えを教えてくだ
さい」とぽんと出したら、すぐに答え
が来るという（笑）。私のところまで来
るんだよね。僕の授業のレジュメは一
般のウェブに上げているから、それで
サーチで出てきちゃうから、「この問題
を教えてください」って。もちろん無
視するけれど。ということは、学生同
士でしきりにそれをやっているわけよ。
そういう時代になると、宿題なんて出
すことは意味がないわけでしょ。だか
ら、それも広い意味で学習ツールと言
える。
○山口　いかがですか。SNS の活用と
いうか。逆に言うと、ほとんどの時間
はここにアクセスしている時間じゃな
いかと僕は思えてくるんだけど、一番
気になっているのは、電車に乗ってい
るときとかも、やっぱりほとんどこっ
ちにかかりきりで、人がどう動くかと
かいうことを観察している人が減って
いて、あと、車内広告も見ていない。
人間っていろいろな仕事をしようと思
うときに、人がどう動いているかとか、
人がどういうことを考えているか、と
いうことを見ながら学ぶことっていっ
ぱいあるんだけど、結構、公共の場に
いるはずなのに、周りが見えていなく
て、SNS に没頭している人が電車の中
とかでも多くいて、駅でもそうだし、

歩いているときもそうだしという気が
ちょっとするんだけど、その辺はどう
ですか。
○渡辺　うちの学部は海外に友達の多
い学生が多いので、完全に連絡手段な
んですね。これの答えが何ですかとか、
そういうような学習的な用途で使った
ことは私は一回もなくて、友達がそう
いうものを書いているのも見たことな
いし。ただ、語学面の学習という意味
では、みんな留学先の友達がいるから、
その子たちとその国の言語で話してコ
ミュニケーションを取ることによって、
言語能力を維持するという意味での学
習ツールとしては、フェイスブックっ
てすごく有効だなと感じるんです。
○山口　それは、例えばハングルでも
やっている？
○渡辺　はい。私はもう完全にハング
ルです。
○落合　僕は台湾に結構友達がいるの
で、台湾人と英語で話すときに使うの
ですが、それよりもツイッターを見て
いることのほうが多くて。さっき山口
先生がおっしゃったように、大体ひま
つぶしはツイッターになっているかな
と思うんですね。
　でも、人を観察する機会は、確かに
減っていると自分も最近感じていて、
人の動きは見ないですけど、逆に、人
の心理、何を考えているのかというの
は、ツイッターで探ることができるよ
うになってきたのかなと思います。
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○山口　そうか。だから、皆さんにとっ
てはツイッターを一生懸命眺めているこ
とのほうが、もしかすると人の行動を
しっかり見ているということになるんだ
ね。
○落合　あと、ツイッターでしか募集
されない情報があったりして、そのた
めに一応、持っておかないと乗り遅れ
るという感じがあって。
○山口　ツイッターで言うとものすご
く僕が思うのは、反応しなければいけ
ないまでの時間が非常に短くなってい
るということ。僕があなたたちとギャッ
プがあるのは、メール。我々がメール
を使い出したころというのは、メール
というのはとりあえずためておいて次
の日に返事するもの。電話は即座に来
るから答えなきゃいけないけど、メー
ルの便利さというのは、ためておいて、
ある時間がとれたときに、そこでひと
つひとつ答えていく。そういうものが
インターネットのメールだった。
　ところが、携帯でメールをやりだし
てからそれが一変した。
○細井　早くなりましたね。
○山口　今、メールってすぐ返すもので
すよね。
○落合　返さないと申し訳ない感じが
します。
○山口　それが、全然感覚が違います
よね。
○中島　だから、僕は携帯を持たない。
○細井　結局、相手の都合が分からない
ときの連絡手段がメール。電話だと分
からないでかけちゃって、迷惑をかけ
るかなと。
○山口　僕は学生から時々「深夜にメー
ルしていいですか」と聞かれるんです
よ。もう意味が分からなくて。
○細井　全然オーケーですよね。
○山口　そんなものいつやってもいい。
深夜でも全然迷惑ではないから、メー
ルは僕らが好きなときにアクセスする

から便利だったのに。今、メールが来
たら鳴るわけでしょ。
○柳　プライベートのメールはちょっ
と分からないですけど、私が就職活動
中に社会人の方の話を伺ったら、「でき
る社会人は 3 時間以内にメールを返信
する」って言われたんです。きっとそ
のような感覚なんだと思うんですよね。
○中島　僕らは社会人じゃないから（笑）。
○山口　実は言われているのは、例えば
メーリングリストで、経営学部の学生に
出すメールは、授業中には出すなと。
○細井　受け取ったら返事が来ちゃうか
らですか。
○山口　いや、返事じゃなくて、一斉
に鳴るから。それを言われて、はっと
気づいて。だから、その辺がもう完全
に世代のギャップがありますね。
○佐藤　今の学生は、授業中に電源を
オフにしたりしていないですかね。
○山口　うちはたぶんそんなことは言
わないので。少なくともマナーモード
にはしなさいと言っていると思うんで
すけど、来たら見るでしょ。
○落合　気にはなってしまいます。
○山口　だから、そういうのを一斉にや
ると、授業の妨害になるからと言われて。
○中島　全カリだと無理ですね。この間、
授業見学をやったんだけれどもね。300
人ぐらいいたかな。先生は、「電源を切っ
てください」と学生に言ったんだけど、
僕が観察していたら、後ろのほうはみ
んなやっていますよ。その辺はもう、
まさに文化が違うというのかな。
○山口　だから、皆さんにとっては、
そういう SNS もメールも含めて、そこ
から 2 時間隔離されるというのはやっ
ぱり不安だよね。
○渡辺　人とのつながりが切れるよう
な気になる。
○山口　気がするんだよね。
○渡辺　例えば、自分がメールを出して
1 時間返事が来ないと何か不快にさせる
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ようなことを書いてしまったかなとい
う心理的な不安みたいなものがあって、
自分がそうだから、私は人にも早く返
事をするようにしているんです。友達
とかに聞いても、そういうふうに言い
ます。人と人とのつながりって、直接
会って話すことももちろんなんですけ
ど、ツイッターとか、ミクシィも今、つ
ぶやきみたいなものが出て、ツイッター
的な機能が備わったんですよ。そうい
うものを見ていると、自分の友達が今、
何をしているのかってリアルタイムに
分かると思うんです。そういうつなが
りが切れるって、私って自分の所属し
ているコミュニティーから隔離されて
しまった、みたいな心理的な不安があ
ります。
○山口　皆さんは、そこまで何をやって
いるかが知られるという怖さはないん
ですか。ツイッターでどこどこにいま
すというのを発信する人が多いじゃな
い。僕はあれって分からない。
○渡辺　全員に公開している人と、自
分のフォローをしているフォロワーだ
け、友人だけという人がいるじゃない
ですか。友達には知られても、たぶん
いいのか、オープンマインドなんです
かね。
○柳　感覚としては、私たちの世代は、
リアルに生きているというよりも、ネッ
ト上で生きているような感覚が強いと
思うんです。だから、「私は今ここにい
るよ」という存在をネットで示すし、
何をしているよということも言うと思
うんです。そういうのは好きではない
んですけど。
○山口　今日のテーマで言うと学びな
ので、例えば、そういうツールを使って、
自分はこういう勉強をしていますよ、
みたいなこともあれば教えてください。
○渡辺　例えば、この間の大阪市長選
挙、橋下さんが勝ちましたよね。あの
場合も、「ああ、やっぱり橋下さんが勝っ

たね」とか誰かがつぶやくと、ああ、
市長選勝ったんだとか、そういうニュー
ス的なこととかも聞けたり、あとやっ
ぱり今、就職活動の準備の時期で、い
ついつ何とかというセミナーがあるら
しいよとか、これは予約制らしいよと
か、何時から予約開始らしいというの
を誰かがつぶやくと、ああ、そうなん
だっていうふうに、情報がすごく早い
んです。
○中島　学習ということ以上に、学生
生活を送る上で必須というのかな。
○山口　例えば、レポートの締め切り
はいつで、みたいなこともそこで出て
くるということなの。
○渡辺　そうです。
○中島　掲示を見ないでそっちのほう
から知ったという。
○渡辺　いついつまでに専門演習の申
込は締め切りだよとか。
○山口　だけど、その信憑性ってどう
しているの。
○渡辺　何人かの友達が同じようにつ
ぶやくんです。3 人ぐらい言っているか
ら本当だろうとかいう。
○山口　そんなところですか。
○佐藤　でも、それはさっきのウィキ
の、情報の信頼性に対する批判力が必
要になる。実は間違っても、誰の責任
にもできないから。
○渡辺　間違ったことが流れるときは、
別で「違うよ」って誰かが言うんです。
それがみんなにまた回るから、ああ、
違うんだ、みたいな。
○山口　世の中分からないですよね

（笑）。
○細井　立教は特に、ちゃんとしたア
ナウンスより口コミ力のほうが強いな
と思うことがある。例えば、去年とは
違うかたちのものになったのに、掲示
を出していても、「先輩から聞きました」
とか言って、昔のかたちのままで提出
してくるとか。
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○中島　情報環境がよくなるというの
はやっぱりメリットとデメリットとあ
るんでしょうね。
○落合　一番デメリットだと思うのは、
口だけでやらなくなった人が多くなっ
たなと思う事です。ツイッターとかい
うのは、そのとき思った瞬間のことす
ぐつぶやくんですよ、みんな。自分も
含めてそうなんですけど、じっくり考
えられていないから、その場でツィー
トしたことがとりあえず浅いことの積
み重ねのようになっているような気が
するんです。そういう点では、考える
ということについて、よりしなくなっ
たというような気がします。
○山口　そのときの怖さってないです
か。
○落合　大体、ミスをして実名が上がっ
ている人を知っているので、ボーダー
ラインを心得ています。
○山口　なるほど、それはちゃんと学
習しているわけね。
○落合　そうですね。その辺を考えて
いない人は、2 ちゃんねるとかに名前が
上がってしまって炎上するわけです。
○中島　じゃあ、そういう怖さはある
程度は知っているわけね。
○落合　気をつけながら、利用してい
ます。
○山口　そういう意味で言うと、ある
種のリテラシーというか、そういうこ
とは、もう自分たちの生活の中で身に
ついていっているようですね。
○落合　そうですね。昔は、実名でネッ
トをやるなんていうのは、自分も信じ
られなかったんですけど、最近はミク
シィから始まって、自分の名前を入れ
なければ、もはや参加していても意味
がないという流れになってきているの
で、名前がばれた上でどう行動するか
というのは、みんなが考えるところな
んです。
○中島　大学の情報倫理教育がとうて

い追いつかないですね、その辺の進み
方具合というのは。君たちのほうで、自
分たちがモラルをつくってそれでやっ
ているという。
○山口　残り時間が少なくなりました。
皆さんたちの感覚、先ほどのメールの
やりとりで、例えば教員とのやりとりっ
てあるでしょ。少なくとも教員が、そ
んな 1 時間以内に返事するなんていう
ことはあり得ないと思うんだけど、そ
の辺についての意識はどうですか。
○渡辺　先生たちに関しては大丈夫で
す。ああ、お忙しいんだなって。
○落合　先生がお忙しいというのは分
かっているので、問題ないですが、やっ
ぱり重要なことに関しては返信をくだ
さるとうれしいです。というのは、先日、
知人にある水泳大会への参加について
メールを送った時に返事がなかったの
を「認識してもらった」と思いこんで
しまって、結局自分がとりまとめてい
たメンバー全員が出場できなかったこ
とがあったんです。この件で僕も意識
のズレというのを実感しました。
○中島　その辺の意識のずれでいろい
ろトラブルも生じることがあるという
ことだね。
○山口　そういう意味で言うと、この
SNS は、たぶん世代の格差がかなりあっ
て、だから、当然この辺は、大学とし
ての課題だし、我々も若い人たちとい
うか、今の学生がどういう意識でこう
いうものを活用するかということを知
らないといけないし、その上で、より
効果的な利用を検討しないといけない
という感じですね。
○中島　どちらかというと、それは教
務というよりは学生の問題で、つまり、
こういうものを利用して、例えば新興
宗教とか、マルチ商法とか、あるいは
薬の売買とかが入ってきちゃうという
ことが、大学側としては一番恐ろしい
んだよね。そういうふうに統制がとれ
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なくなる。でも、こういう仕組みをう
まく使えば、学習効果を高めたりと
か、学生との間のコミュニケーション
を図ったりとかいうことで、教育にとっ
ても大事な点なのかもしれません。
○山口　もし、こういうものを活用し
て、先生とのコミュニケーションがう
まくいっている事例とかがあると教え
てもらえますか。
○落合　僕が履修している「経営学特
論」という授業なんですけど、先生が
フェイスブックを必ず登録するように
指示しています。フェイスブック上で
課題とかも全部、先生がつぶやいて、
これについての感想をコメントしてく
ださいといって、そこにみんなが返信
するかたちで、全員のコメントが見ら
れるようになっているんです。
○中島　もう Blackboard いらないじゃ
ない。
○山口　Blackboard の場合は、もっと
採点とか、そういうものまで入ってい
るので、もともとフェイスブックはお
見合い用というか。
○落合　フェイスブックのコメントも
採点対象とおっしゃっていました。
○柳　私は今、ビジネススクールでイ
ンターンをしているんですけど、主に
大学生の TOEIC のスコアを上げるビジ
ネススクールなんですが、そこで何々
ビジネススクール専用 SNS というのを
作っていて、そこで学習方法の質問が
あれば、誰かが質問する。そうしたら、
先生が答えるところとか、今日は何の
勉強をしたというのを宣言するところ
があったり、主に勉強のモチベーショ
ンを上げるためにSNSを使っています。
○山口　これは、たぶん今の若い人たち
にとっては非常にいい環境で、ある意
味、存在自体が自然なものなんだよね。
普通の生活の中に溶け込んでいるので、
それをやっぱり我々教員側も、ちゃん
と活用するという方向で考えないとい

けない。そうすれば有効に使える。
○中島　先生はアカウントを持ってい
るんですか。
○山口　僕はミクシィも、取り消しに
なっているかもしれないけどツイッ
ターも、ちゃんとアカウントを持って
います。ただ、実際にはツイッターっ
て 6 件ぐらいしかつぶやいていないん
です（笑）。何か教員としてつぶやくの
は難しい。
○細井　公私の「私」の感じがしちゃ
うんですよね。
○山口　教員の場合って、公と私の使
い分けが難しくて、特に、一般的に誰
でも見られるところがある。だから、
たぶんフェイスブックとかツイッター
を授業で使うときに、ある意味、ク
ローズでないといけない部分というの
もちょっとあってね。その部分をどう
担保するかというのは、一つ課題かな。
さらに学生のプライバシーの問題。こ
ういう科目をとっていますということ
自体も、外にはあまり出したくない人
もいるかもしれないし。そういうのを
きちんと、第三者からは見えない状態
で、クラス内だけで見られるというの
は必要なのかな。ただ、決して教員が、
大学の授業を密室でやるということを
言っているわけじゃないです。授業内
容とかは当然、オープンにならないと
いけないんだと思うんだけど、ただ、
学生を守るという意味というのは、大
学としては非常に強く思うんだよね。
○佐藤　例えば、ミクシィとかツイッ
ターである必要はなくて、それと似た
ような使い方のできる、メンバー限定
のサービスみたいなものがもしあれば、
いいんじゃないでしょうか。
○山口　逆に言うと、こういうものが
あるのに、わざわざ何でほかのところ
にいかないといけないのという思いは
皆さんのほうにありますか。
○柳　はい。
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○山口　無料だし。
○細井　使いやすいしね。
○中島　どこでもつながるし。ただ、
長い文章を送りたい場合は、情報量と
いう点も大きいんだけどね。添付ファ
イルにすればいいといえばいいんだろ
うけれど。メールが携帯になってか
ら、文章も短くなって刹那的というか、
ちょっと細かなことを伝えようと思っ
たら、3 本も 4 本もメールを書かなきゃ
いけなくなって、あれも不自由だなと
思う。僕はまだ携帯文化には慣れない
ですね。
○佐藤　コミュニケーションツールの
学習上の利用ということを、最初にあっ
た電子辞書とか、いろいろなものを全
部含めて、ちょっと僕が学生の皆さん
から話を聞きたいのは、大学にある設
備等でもいいし、個人的に持っている
ものでも何でもいいんですけど、学習
をしていく上で、これはやっぱり非常
に素晴らしいとか、あるいは、これを
使って非常にいい勉強の仕方ができて
いるとか。あるいは、逆に、こういう
ものはちょっと問題があると思うとか、
何かそういうのがあったら聞かせてい
ただきたいなと思うんですけど、どう
ですか。
○渡辺　電子辞書は絶対にあったほう
がいいと思います。さっき先生方がおっ
しゃった、辞書の一覧性ってもちろん
そうだと思うんですけど、私は、ボキャ
ブラリーを増やすときに、持ち歩くこ
とができることによって、街中で分か
らない単語が出てきたらそこで引いて、
留学中ずっと、それをメモするように
していたんですね。そういうことによっ
て、生活の中で使う言葉ってどんどん
頭に入っていったんですよ。それが紙
辞書だったら、重いし、ずっと持って
いなきゃいけないし、その場でこうやっ
て開いて探すのは時間がかかるし、止
まらなきゃいけないし。

○細井　歩きながら引いていたってい
うことなの。
○渡辺　歩きながら引いていました。そ
ういう意味では、電子辞書は私はもう
本当に必需品で、特に語学の勉強をし
ていると、日本語に訳せない言葉が出
てきたりすることもあるんですよ。辞
書を引いてみたら、何か聞いたことの
ない日本語だった場合に電子辞書だっ
たら、今度『広辞苑』も引けるじゃな
いですか。でも、紙辞書だったら、そ
の言語の辞書のほかにもう 1 個『広辞苑』
も持っていなきゃいけないという意味
で、やっぱりすごく便利なんですよ。
　私の学部は、レポートもその場で先
生に提出なので、CHORUS とかはあま
り使わないから必要性を感じたことが
あまりないんです。何回かしか使った
ことがないです。しかも、使ったのが
全カリの授業で、専門科目は使わない。
○落合　勉強するにあたって、やっぱ
り自分の学習を振り返る必要があると
思うんです。そういうときに、ポート
フォリオが自分の中では一番有効です。
　あと、語学のときの勉強に関しては、
僕は絶対、紙辞書派です。自分は高校時
代もそれを使っていたので、紙辞書に慣
れているというのと、やっぱり電子辞書
とかだとマーカーを引いたりできない。
今はできるのかもしれないですけど。
○中島　それで覚えたりね。
○落合　大体慣れてくれば、もうぱっ
とやれば一発で引けるので。
○山口　それができない。
○渡辺　できないです。
○佐藤　この単語はこの辺にあった、と。
○落合　そういう使い方もできるから、
そこまで苦じゃないんです。やっぱり
一番の問題は重いっていうことです。
○中島　電子辞書のデータ自体を出す
ということができないからね。そういう
ことから言うと、それを使って学習とい
うのは、もういっぺん打ち直さなきゃ、
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あるいは書き直さなきゃいけない。
○佐藤　でも、さっきそれで調べたも
のをメモするって言ったでしょ。
○渡辺　はい。
○佐藤　結局そういうことだと思うん
ですよ。メモするか、辞書の紙の上の
マーカーをするか、それは何でもいい
けど、結局、引いて、そのときだけ済
ませて終わりじゃなくて、自分に残る
かたちで残していって、そこが重要だ
と思うんですね。
○山口　手を動かさないと脳に入らな
いから。
○落合　そうですね。同感です。紙辞
書ついて言えば、学校にロッカーがあっ
たらうれしいということですね。
○山口　それは何度も言われたけど。
辞書もだし、パソコンもだし。教科書
は持って帰ってほしいんだけどね（笑）。
○落合　そうですね。それで、電子辞書
なんですけど、僕は電子辞書の意味が全
く分からなくて、どちらかというと。
○中島　ちょっと調べるだけだったら
スマホで十分。
○落合　スマホで全然いけます。
○細井　中国語もスマホで使えます。
使いやすいものをダウンロードできま
す。
○渡辺　そうです。引きやすいですね。
○柳　私は、逆に言うと、ツールは、
何を勉強するか、どんな勉強をするか
によって違うと思うんですけど、とに
かく情報量を頭に入れる、覚えるといっ
た点では電子辞書。それから、私は授
業もネットで受けるのも、利便性の点
から好きでした。しかし、自分で考え
るものになると、アナログのほうが好
きで、論文に付せんを貼って自分の意
見を書いておくとか。学年が上がるた
びにアナログの勉強方法が多くなって
いるように思います。
○山口　なるほど。今日はみなさんか
ら非常に興味深いお話しをうかがうこ

とができ、私たち教員としても、新た
に気づくところがありました。予定の
時間もだいぶ過ぎましたのでこれで終
了にしたいと思います。みなさん、ど
もありがとうございました。


